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モラル ノ 、ラ スメント 

日本語 版 （in Japanese) 

概要 

フランスの 精神科 医、 マリー = フランス •イ ルゴ イエン ヌが 提唱した 言葉。 

外傷 等が 残る ため 顕在 化し やすい 肉体的な 暴力と 違い、 言葉 や 態度 等に よって 行われる 精神的 
な 暴力は、 見 えづら いため 長い間 潜在的な 物と して 存在して いたが、 イ ルゴ イエン ヌの 提唱に より 
知られる ようになった。 

イ ルゴ イエン ヌは 、社会は 精神的な 暴力に 対しては 対応が 甘い が、 精神的な 暴力は 肉体的な 暴 
力と 同じ 程度に、 場合によって は 肉体的な 寨カ 以上に 人を 傷つける もので、 犯罪で あると 述べる。 
フランスに おいては、 1998 年 時点では、 社会は 精神的な 暴力に 対しては 対応が 甘く、 肉体的な 暴 
力に 対して 厳しい ので、 その 点が 問題 だとい う。 

イ ルゴ イエン ヌは 、セラ ピストと して たくさんの 被害者に 接して きた 結果、 被害者が 加害者の 攻撃 か 
ら 身を 守る ことが いかに 難しい か、 よく 知っている。 ストレスは 行き過ぎなければ、 心身に 深い 傷を 
与えない。 これに 対して、 モラル •ハラ スメントは、 心身に 深い 傷を 与える のが 普通の 状態な ので あ 
る。 

「モラル ハラ スメントが どれほど 被害者の 心身の 健康に 破壊的な 影響を 与える のか、 その 恐ろし さ 
を 嫌と 言う ほど 見て きた。 モラル ハラ スメントは、 精神的な 殺人で ある」 とも 述べて いる。 

安冨 歩は 「moral モラール」 という 語の 「精神の、 形而上学の」 という 意味を 考慮に 入 
れ、 harcMement moral ハラス モン •モラール = 「身体 的では なく、 精神的 •情緒 的な 次元を 通じて 
行われる 継続的な いじめ、 いやがらせ、 つきまといな どの 虐待」 と 解釈して いる。 

「モラル •ハラ スメント」 が 成立す るた めには、 「いやがらせ」 が 行われる と共に、 それが 隱蔽 されね 
ばなら ない。 「いやがらせ」 と 「いやがらせの 隱蔽」 とが 同時に 行われる ことが、 モラル •ハラ スメント 
の 成立に とって、 決定的に 重要で ある。 

加藤諦 三は、 「愛」 だと 思い込んで 相手を 支配す る 「サディズムの 変装」 を、 モラル ハラ スメント をす 
る 人 自身が 理解で きない 側面を 指摘して いる。 




マリー = フランス •イ ルゴ イエン ヌ による 定義 

加害者に とり 被害者は、 人間では なく 「モノ」。 とはいっても、 モラル •ハラ スメントの 被害者に 選ば 
れる 人物に も 傾向が 存在す る。 被害者は、 起こった 出来事に 対して 自分が 悪い のでは と 罪悪感を 
持ち やすい、 誰かに 与える ことを 欲して いると いう 性格が 利用され る。 

自己 愛 的な 変質者が 欲して いるの だが 持って いない ものを 持って いるか、 自身の 生活の なかから 
喜びを 引き出し ている 場合 も 被害者に 選ばれ やすい。 

加害者は 道徳家の 様に 振舞う ことが 多い。 妄想症の 人格に 近いと ころが ある。 また、 加害者が 人 
を 支配し ようとす るのに は、 妄想症の 人間が 自身の 「力」 を 用いる のとは 対照的に、 自身の 「魅力」 
を 用いる (婉曲 的な 表現 や 倒置法を 好んで 使うな ど)。 次に、 ひとっひとっを 取って みれば とりたて 
て 問題に する ほどの ことでは ない と 思える ような ささいな 事柄 •やり方に より、 被害者の 考え や 行動 
を 支配 •制御し ようとす る。 この 段階では、 加害者は 被害者に 罪悪感を 与え、 周囲には 被害者が 
悪い と 思わせよう とする。 

被害者が 自立し ようとす ると、 中傷 や 罵倒な どの 精神的な 綦 力を 振る い 始める が、 モラル •ハラ スメ 
ントの メカニズムが 機能して いるかぎ り、 加害者の 心には 安寧が もたらされ るので、 被害者 以外の 
人には 「感じの いい 人」 として 振る舞う ことが 出来る。 そのため、 その 人が 突然 モラル •ハラ スメント 
の 加害者と して 振る舞った とき、 周囲には 驚きが もたらされ、 時には ハラ スメントの 否定 さえな され 
る。 故に、 被害者は 自分の ほうが 悪い のでは ないかと 逡 巡し、 暴力 行為 自体は 相手が 悪い が、 原 
因は 自分に あると 思考して しまう。 

モラル •ハラ スメントの 加害者が 行う 個々 の 攻撃 行動は、 普通の 人で もやって しまう ことがある もの 
だが、 普通の 人は ためらい や 罪悪感を 伴って しまう ところを、 「本物の 加害者」 は 自身の ほうが 被害 
者 だと 考える。 反対に、 耐え かねた 被害者が 加害者に 肉体的な 慕 力を ふるって しまう こと もよ く 起 
こる。 加害者が そのよう に 仕向ける こと すら ある。 

「自己 愛 的な 変質者」、 この 人達は 人々 を ひきっけ 支配 下に 置き 価値観の 基準を ひっくり返す こと 
がで きる。 集団に 混じって いれば 集団 的 倫理 観が 破壊され てし まう。 

加害者は 自分の している ことを 周りに も、 相手に も 気づかれない ようにして、 巧みに 被害者を 傷つ 
けて いく。 その 結果、 被害者は 肉体的に も 精神的に も かなり 苦しんで いるのに その 苦しみの 原因 
がわから ず、 時には 随分 時間が たって からよう やく 自分が モラル ハラ スメントを 受けて いた 事に 気 
づく 。また、 何年 も 経過した 後で も 被害者は、 行動す る 度に 加害者から 言われた 中傷 誹謗 や 軽蔑 
の 言葉が 頭に 蘇り、 心的 外傷 後 ストレス 障害 ( PTSD ) に 長期的に 悩み 苦しむ こ ともよく ある。 

加藤諦 三に よる 例示 

親に 「勉強しなさい」 と言われて 子供が 「イヤ だ」 と 言って いるよう な 関係なら モラル ハラ スメントは 成 
立し ない。 しかし モラル ハラ スメントが 成立して いると 「なんで 誰々 さんの ようになれな いの」 と 言わ 
れて 「あん たの子 供 だから だよ」 ととても 言い返せない。 




モラル •ハラ スメント 加害者の 人格 •心理 構造 

マリー = フランス •イ ルゴ イエン ヌ によると、 

「自己 愛 的な 変質者」 は、 誰かから 奪う ことを 欲して いる、 内心の 葛藤を 自身で 引き受ける ことが 出 
来ず 外部に 向ける、 自身を 守る ために 他人を 破壊す る 必要を 持っ という 「変質 性」 を 持っ。 子供の 
頃に 受けた 何 かの トラウマに よってなる 性格 だと 考えられ るが、 普通の 人なら 罪悪感を 持って しまう 
ような 言動を 平気で 出来る、 そのような 特徴から 「症状の ない 精神病 者」 と 理解され る。 

加害者の 攻撃 性は ナルシシズムが 病的に 拡大され たもので ある。 モラル. ハラ スメントの 加害者 
は、 自分が 「常識」 であり、 真実 や 善悪の 判定 者で あるかの ように ふるまい、 優れた 人物で あると い 
う 印象を 与えよう とし、 自分の 欠点に 気づかない ようにす るた めに 他人の 欠点を 暴きた て、 賞賛し 
て もらうた めに 他人を 必要と する。 

加害者の 論理では、 他人を 尊重す るな どと いう 考えは 存在し ない。 加害者は 復警の 気持ちを とも 
なった 怒り や 恨み も 持ち、 被害者に すべての 責任を 押しつけて しまう ことによって、 ストレス や 苦し 
みから 逃れる。 

相手の 弱みを 見つけ 暴き 攻撃す る ことによって 優位を 保とうと する。 この 時 その 相手と いうのは、 自 
己 愛 的な 変質者の 心の なかでは 全てに 責任の ある 悪い 人間、 すなわち 破壊され なければ ならな 
い 人間で あり、 執拗に 攻撃を 繰り返す の だが、 この 過程で 加害者が 相手の アイデンティティーが 
破壊して いくのを 見て 喜んでい るのに は 間違いない。 

カレン •ホ ノレ ナイに よると、 

加害者の サディズムは、 攻撃的 パーソナリティーでは 顕著に 表れ、 直接 攻撃で わかりやす いが、 
迎合 的 パーソナリティーの 人の 場合には 狡猾に 表れる。 迎合 的 パーソナリティーの 人に よる モラル 
ハラ スメントは 迎え入れた 相手に 合わせ、 優しい 言葉 や 態度で 誘惑し、 非 言語 コミュニケーション 
を 通して 相手を 攻撃して いく。 




モラル •ハラ スメント 加害者 (モラル •ハラス メン ター) の 特徴 •行動 パターン 

•罪悪感を 持たない。 責任を 他人に 押し付ける。 

•強い 者には 弱く 弱い者には 強い。 

•猫なで声 や慇勤 無礼。 

•ある 事柄に おいての み 感情的 恐喝を する のでは なぐ もともと 感情的 恐喝が 出来る 人格で ある。 
立派な 言葉を 使う。 しかし その 人の 日常生活 や 内面の 世界は、 その 立派な 言葉に 相応しい ほど 
立派では ない。 

•際限 もな く 非現実的な ほど 高い 欲求を 周囲の 人に する。 

•縁の下の力持ち となり、 自分は 「愛の 人」 となる (本質に あるのは 憎しみと 幼児 性)。 

•子供に 反抗 斯 がない (信頼関係がない)。 

•ターゲットに する 相手に 対し、 前に 言った ことと 今 言う ことが 矛盾して いても、 何も 気にならない。 
•人を 怒鳴って おいて、 それが 自分に とって 不利益に なると 分かれば 態度を がらり と 変える。 
•他人の 不幸は 蜜の 味。 

•恩を 着せる （自己 無価値 感が 基に ある)。 不安を 煽り、 解決し、 相手に 感謝を 捧げさせる (マッチ 
ポンプ)。 その 一方で 自分への 被害は 甚大な 被害に 扱う。 恩を 売られる のを 拒む。 

•しつこい 人で ある ことが 多い。 心に 問題が ある。 

•パラノイア 誘発 者と しての 側面が ある。 

モラル •ハラ スメントの 条例 •法律な ど 

2002 年 1 月には、 フランスで、 職場に おける モラル. ハラ スメントを 禁止す る 法律が 制定され 
た。 2004 年、 モラル •ハラ スメントは 犯罪と なり、 実刑 懲役 1 年と 1 万 5 千 ユーロの 罰金と な 
る。 2014 年 8 月の 法改正に より、 懲役 2 年、 3 万 ユーロの 罰金 (被害の 深刻 度に より 実刑 •罰金は 
変動す る)。 

1993 年、 スウェーデンでは、 企業に おける モラル ハラ スメントが 犯罪と して 認められる。 

モラル •ハラ スメントの セカンド •ハラ スメント 

セカンド •ハラ スメントを 行う 人には 少なくとも 三種 類 ある。 

⑴ 悪質な 「担当者」 あるいは 「専門家」 

⑵ 同じ 虐待 者に 脅かされて 混乱して いる 周辺の 人物 

⑶ 同じような 虐待 者に よる ハラ スメント 被害を受け ており、 それを 受け入れ ている お節介な 人 

心身への 影響 

一般的に 見られる 症状な ど 
心身症 

ストレス による 機能障害 (不眠、 食欲 不振、 頭痛、 腰痛、 イラ イラな ど） 

抑う っ 
心的 外傷 

心的 外傷 後 ストレス 障害 （PTSD) 




